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刺激伝導系は、線維性組織により固有心筋と絶縁されており、特定の場所で

しか固有心筋と電気的に連絡していません（あまり注目されていませんが重要

な特徴です）。このヒス束以下の刺激伝導系の興奮は、途中で固有心筋にリーク

することなくプルキンエ線維の末端まで効率的に伝播されます。そこで初めて

心臓の収縮が始まります。
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刺激伝導系は、線維性組織により固有心筋と絶縁されており、特定の場所で

しか固有心筋と電気的に連絡していません（あまり注目されていませんが重要

な特徴です）。特定の場所とは、「洞結節―心房筋間」「心房筋―房室結節間」「プ

ルキンエ線維―心室筋間」の 3ヵ所です。このため、例えばヒス束以下の刺激伝

導系の興奮は、途中で固有心筋にリークすることなくプルキンエ線維の末端ま

で効率的に伝播されます。そこで初めて心臓の収縮が始まります。


